
ヨ比

評

描
獣
征
東
西
交
通
に
關
す
ろ
近
著

頃
．
P
影
蛍
く
三
塁
9
ポ
ピ
ρ
ρ
①
8
鮮
誕
、
ん
げ
。
窒
δ
o
p
穿
α
一
ρ

霞
嵐
一
｝
δ
♂
く
9
宕
鷲
淳
ぐ
『
○
ユ
匹
　
h
「
9
ご
鶴
。
国
母
一
…
①
琢

ゴ
諭
、
藷
8
夢
。
甥
一
身
　
o
門
　
戸
o
R
o
●
　
6
書
き
b
置
α
っ
。

〆．

u
く
○
鼠
更
早
引
。
・
お
δ

文
學
博
士
　
坂

口

昂

　
本
題
に
些
し
て
余
の
考
察
し
得
覚
る
限
り
二
個
の
出
版

が
尤
も
推
奨
に
贋
す
る
ご
思
ふ
、
即
ち
シ
ヨ
ソ
フ
課
註
『

エ
ソ
ツ
ラ
海
案
内
』
〆
＜
．
｝
9
Q
り
〇
一
ぢ
款
筈
。
剛
、
o
芦
7
も
。
o
「
序
。

図
蔓
9
養
○
翠
　
ω
8
”
　
霊
鍵
μ
一
r
渥
2
　
§
創
　
§
き
蜜
冨
伽
・

困
㌧
9
乙
0
9
切
Q
ヨ
び
曙
　
磐
良
　
∩
一
n
暴
．
ρ
　
お
爲
　
ご
、
表

題
に
掲
げ
π
通
り
ロ
ー
ソ
ン
ソ
ン
著
『
印
度
ご
地
方
世
界

こ
の
交
通
』
ご
で
あ
る
G
．
エ
リ
ヅ
ラ
海
ご
は
、
紅
海
か
ら

出
爽
す
る
に
し
て
も
波
斯
濁
か
ら
鵬
登
す
る
に
し
て
も
、

ア
ラ
ビ
ヤ
滑
滑
の
外
洋
の
古
名
で
あ
っ
て
、
先
づ
印
度
洋

ご
解
し
て
差
支
な
い
、
エ
リ
ッ
う
ご
は
赤
色
の
義
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ッ
ソ
メ
ル
シ
ヤ
ル
ミ
ユ
ゼ
ァ
ム

　
前
者
は
フ
イ
ラ
デ
ル
フ
イ
や
麺
商
博
物
館
の
A
コ
古
東

西
の
交
通
史
編
纂
の
企
圖
に
促
さ
れ
て
、
そ
の
秘
書
π
る

前
記
シ
ヨ
ツ
フ
が
試
み
計
る
事
業
で
、
か
の
十
九
世
紀
初

の
ウ
イ
ソ
ヤ
ム
、
ヰ
ソ
セ
ソ
ト
く
蜀
。
。
母
以
來
、
屡
現
は

れ
回
る
『
エ
リ
ソ
ラ
海
案
内
』
に
引
す
る
研
究
の
絶
頂
黙
を

形
作
っ
て
居
る
や
う
で
あ
る
○
本
文
は
全
世
界
に
孕
和
を

輿
へ
た
羅
馬
帝
國
の
初
期
、
恐
ら
く
ば
皇
帝
子
ロ
の
治
世

紀
元
後
六
〇
頃
に
お
け
る
ア
レ
ク
サ
’
ン
ド
リ
ヤ
の
或
る
希

一
人
の
實
歴
に
基
い
て
物
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
こ
の
紅

海
か
ら
印
度
へ
の
航
路
、
及
び
東
道
の
諸
港
の
有
機
か
ら

支
那
円
三
ゴ
9
円
7
7
貿
易
に
至
る
ま
で
の
報
道
が
、
そ
の

簡
明
な
る
原
本
相
當
に
、
約
三
＋
頁
未
蒲
に
英
諜
さ
れ
、

第
二
巻
　
髭
評
　
古
代
に
於
σ
ろ
束
悶
交
蝉
ト
間
す
る
近
著

第
二
號
　
　
一
三
九
　
（
三
二
五
）



第
二
巻
　
　
批
　
評
　
　
古
代
に
於
け
る
東
西
交
蓮
に
附
す
ろ
返
著

之
が
前
概
こ
し
て
約
二
十
頁
の
序
説
ご
、
後
附
こ
し
て
約

二
百
四
十
翌
月
の
紙
幅
が
細
字
を
以
て
挿
需
附
の
註
解
暴

馬
ご
が
添
へ
ら
れ
て
居
る
は
、
加
…
何
に
も
親
切
な
る
捲
方

で
斯
界
の
親
思
で
あ
る
Q

　
こ
の
者
は
数
年
前
の
公
行
に
か
、
り
或
は
既
に
世
人
の

知
る
所
こ
な
っ
て
居
る
で
あ
ら
ふ
ご
思
は
れ
る
が
、
後
者

ロ
ー
ヅ
ン
ソ
ン
は
最
近
に
、
實
に
旧
年
出
版
せ
ら
れ
、
且

つ
前
者
よ
。
も
普
遍
的
性
質
を
有
し
、
よ
り
多
く
東
西
史

家
並
に
一
般
讃
者
の
傾
向
に
好
適
す
る
も
の
ご
信
ぜ
ら
る

、
が
故
に
、
叢
に
先
づ
こ
れ
が
内
容
を
紹
介
し
た
る
後
に

之
を
批
評
す
る
ρ

　
本
書
は
最
古
よ
り
羅
馬
衰
亡
毒
紀
元
臨
監
六
世
紀
）
ポ
で

印
度
ご
鮒
四
方
、
殊
に
希
騰
鵬
羅
馬
．
世
黒
刀
こ
の
山
父
通
を
モ
ノ
グ

ラ
フ
騰
に
八
章
百
九
十
六
頁
に
叙
述
し
て
居
る
一
小
著
で

あ
っ
て
、
挿
需
四
葉
、
地
鼠
一
葉
添
ふ
て
居
る
。
本
書
の

目
的
は
主
こ
し
て
ひ
ろ
く
印
度
に
關
す
る
希
糠
羅
馬
の
典

第
　
二
　
鞭
姻
　
　
　
一
四
〇
　
　
ハ
一
二
二
山
ハ
）

籍
を
引
用
し
て
印
度
史
の
山
台
な
る
貼
並
に
東
西
交
麺
を

關
訂
す
る
に
在
る
、
随
て
職
階
の
白
回
臼
す
・
る
通
、
り
、
マ
ッ

ク
リ
ン
ヅ
ル
（
7
角
。
∩
y
・
∵
酎
島
一
〇
）
の
印
度
に
關
す
る
古
代
西
方

人
の
著
書
の
翻
諜
六
巷
を
利
用
し
、
そ
の
外
に
是
等
の
原

本
に
嬢
り
、
且
つ
間
々
印
度
の
典
籍
及
び
西
方
亜
細
亜
の

金
石
文
や
埃
及
の
バ
ビ
リ
を
も
引
い
て
居
る
。
著
者
は
ボ

ン
ベ
イ
附
近
、
プ
ー
ナ
℃
◎
り
諺
に
於
け
る
デ
ッ
カ
ン
大
學
、

の
英
語
激
師
に
し
て
、
既
に
扉
魯
2
証
。
震
の
8
鴨
団
9
欝

閏
○
お
O
h
｛
窪
φ
彪
…
「
9
お
【
N
・
や
　
H
μ
隻
ρ
ρ
鵠
匁
9
9
一

餓
＆
凶
醗
等
の
著
書
も
あ
る
こ
ご
で
あ
っ
て
、
現
に
本
書

の
緒
言
も
お
｛
α
一
、
o
O
奏
に
於
て
書
か
れ
．
て
居
る
Q

　
　
　
　
　
ゆ
　
の
　
の
　
つ
　
　
ゆ
　
の
　
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
　
ゆ
　
　
り
　
　
　
　
の

　
第
…
章
　
「
最
古
の
時
よ
リ
バ
ビ
ロ
ン
滅
亡
ま
で
」
は
先

づ
印
度
ご
西
方
こ
の
交
通
の
頗
る
古
き
こ
ご
を
説
い
て
居

る
。
著
者
は
最
右
の
跡
方
を
、
ヰ
ン
ク
レ
ル
の
研
究
に
糠

り
、
小
亜
細
翼
に
於
け
る
ミ
タ
ニ
の
ヒ
タ
（
即
巳
δ
）
王
の

金
石
文
に
求
め
、
そ
の
内
に
ぎ
忌
2
舘
ぼ
2
ノ
ヨ
母
r
二
餐
・

累
9
鈴
百
ρ
て
ふ
エ
ー
ダ
中
の
諸
憩
名
が
記
載
さ
れ
た
る
7
こ



を
指
摘
し
、
よ
し
や
他
の
從
來
の
學
者
ご
同
じ
く
其
聞
に

－
何
等
具
朧
的
連
絡
を
讃
示
し
得
ざ
る
も
、
小
亜
細
亜
の
住

民
ご
五
大
河
地
方
に
住
す
る
エ
ー
ダ
時
代
の
ア
リ
ヤ
人
こ

の
寝
る
關
係
の
所
在
を
ほ
の
め
か
し
て
居
る
。
次
に
印
皮

睦
鳶
§
、
、
（
ρ
囚
・
し
Q
一
巳
9
ご
》
舜
∬
u
リ
ト
一
剛
三
＝
o
耳
・
し
ら
巴
ぎ

こ
い
ふ
名
稽
が
印
度
の
綿
こ
い
ふ
元
來
の
意
味
に
て
ア
ッ

　
シ
リ
ャ
の
ア
ッ
シ
ユ
ル
バ
ニ
バ
川
（
紀
元
前
六
六
八
一
六

ご
八
）
の
丈
命
中
に
於
て
磯
見
さ
れ
た
こ
ご
等
の
事
實
に

帯
し
て
、
著
者
は
リ
グ
・
エ
ー
ダ
を
以
て
罫
照
さ
し
て
、

印
度
人
が
古
論
経
験
に
富
め
る
大
謄
な
る
海
員
な
り
し
こ

ご
を
説
、
き
、
之
ご
痩
忘
し
て
西
方
か
ら
の
交
通
者
ギ
」
し
て

フ
ェ
ニ
キ
ャ
入
の
波
斯
灘
へ
の
田
動
を
紹
介
し
、
ベ
ロ
ソ

　
ス
蝦
W
臼
○
・
・
o
ω
に
櫨
っ
て
、
バ
ビ
ロ
ン
が
「
諸
種
の
人
民
の

來
住
す
る
こ
こ
ろ
で
あ
る
、
彼
等
は
カ
ル
デ
ヤ
の
國
に
住

し
各
自
勝
手
氣
儘
な
る
生
活
の
方
法
を
取
っ
て
住
み
暮
ら

し
て
居
る
」
ご
引
用
し
、
こ
の
大
都
會
の
市
場
に
於
て
、

イ
オ
エ
ヤ
の
商
人
も
、
本
國
か
ら
拉
し
囚
は
れ
柁
．
猶
太
人

も
、
フ
一
戸
キ
や
商
人
も
、
五
大
河
地
方
か
ら
商
品
を
責

る
た
め
に
來
る
印
度
人
も
姦
に
落
ち
合
っ
て
居
だ
こ
推
定
．

し
て
居
る
○

　
本
章
の
終
に
、
古
代
に
於
て
商
品
こ
し
て
印
度
の
物
産

に
し
て
西
方
に
傳
は
つ
た
物
及
び
そ
の
名
が
提
議
さ
れ
て

居
る
。
こ
れ
は
嗣
よ
リ
ラ
ッ
セ
ソ
に
依
無
し
π
も
の
で
、

新
獲
見
で
も
な
く
、
加
ふ
る
に
爾
來
言
語
學
上
の
…
進
歩
も

あ
り
、
一
概
に
信
ず
べ
か
る
ざ
る
も
の
め
る
や
う
で
あ
る

が
。
一
般
王
将
に
志
あ
る
人
の
忍
笠
ま
で
に
、
そ
の
若
、
干

を
示
せ
ば
、
前
記
の
綿
の
外
に
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

　
象
…
Q
。
9
房
ぎ
§
討
寒
ミ
夷
（
Ω
r
蛍
豊
げ
3
笹
腫

　
　
》
．
9
σ
・
二
三
6
げ
）

　
錫
…
，
．
．
　
さ
ミ
ミ
（
Q
＾
．
内
祠
・
・
浄
窪
。
的
：
．
●
∩
◎
邑
叶
？

　
　
ま
＄
錫
嶋
）

　
米
…
↓
9
3
農
＼
ぐ
㌧
μ
（
〉
毒
⑦
〉
；
蕊
9
6
0
へ
轟
帥
一
寧
ゐ
・

　
　
空
8
）

　
胡
椒
…
　
ご
、
、
慧
・
ミ
（
O
ピ
固
、
琶
。
♂
濁
コ
σ
Q
げ
浮
℃
三
呪
）

第
二
巻
　
　
批
　
詐
　
　
古
代
に
於
け
ろ
東
西
交
通
に
熱
す
る
飛
著

第
ご
號
　
　
一
四
一
　
（
三
二
七
）



第
二
巷
　
　
批
　
評
　
　
古
代
に
於
け
ろ
爽
西
交
麺
に
塾
す
る
遅
碧

此
外
に
丈
字
傳
説
風
交
建
築
の
影
響
叉
は
皆
皆
に
關
ず
る

蓋
然
を
説
き
た
る
も
、
極
め
て
簡
軍
に
し
て
論
客
を
敏
く
。

　
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
き
　
　
か
　
　
コ
　
　
　
　
ゆ
　
　
の
　
　
お
　
　
ゆ
　
　
　
ワ
　
　
　
む
　
　
な
　
　
　
　
　
お
　
　
カ

　
第
二
章
　
「
波
斯
時
代
　
へ
ロ
ド
ト
ス
　
ク
ク
シ
ア
ス
」

は
主
こ
し
て
蝉
吟
の
示
す
爾
典
籍
、
殊
に
へ
η
ド
ト
ス
に

よ
っ
て
ダ
リ
ウ
ス
大
王
が
イ
ソ
ド
ス
及
び
印
度
洋
航
路
の

探
瞼
に
使
用
し
元
こ
い
ふ
希
里
人
（
寧
ろ
カ
リ
ャ
人
）

い
ξ
冨
駁
。
h
因
霞
団
讐
臼
の
事
、
及
び
波
斯
が
即
度
の
沙

金
徴
牧
の
事
を
説
い
て
居
る
。

　
　
　
　
　
の
　
　
ゆ
　
　
の
　
　
お
　
ゆ
　

ゆ
　
　
　
　
け
　
　
　
　
　
の
　
　
ホ
　
　
の
　
　
ゆ

　
第
三
章
「
マ
ウ
フ
や
帝
國
メ
ガ
ス
ぞ
昂
ス
」

は
先
づ
千
古
の
風
雲
兇
に
し
て
天
才
た
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド

川
大
王
の
東
征
の
結
果
、
夙
に
バ
炉
＝
㎜
中
に
現
は
れ
た
ヤ

フ
ナ
（
＜
鍵
p
二
一
’
。
」
9
壼
）
、
即
ち
希
廃
人
が
こ
、
に
イ

ン
ド
ス
河
畔
に
尤
も
活
濃
に
動
静
來
往
し
、
並
に
彼
等
の

都
市
が
同
地
方
に
創
立
さ
れ
、
そ
の
内
に
は
盛
大
な
る
も

の
あ
り
し
こ
ご
を
高
唱
し
て
居
る
○
就
中
印
度
史
料
に
よ

る
≧
器
婁
号
9
同
9
。
磯
§
騨
・
（
〉
鑓
蒙
、
磐
箪
費
§
典

σ
k
日
母
箆
さ
ξ
鴨
×
×
ト
×
）
ご
西
方
史
料
に
よ
る
》
｝
o
x
磐
、
蔦
？

第
二
號
　
　
一
四
二
　
（
三
二
入
V

9
乙
P
ら
二
・
・
（
身
．
「
ゴ
ご
≧
。
惹
＆
9
．
ノ
．
触
；
其
）
こ
の
同
一
な

な
る
こ
．
し
を
説
柔
し
、
大
王
の
死
後
チ
ヤ
ン
ド
ラ
ク
プ
タ

が
五
大
河
地
方
を
心
身
こ
し
て
風
雲
を
捲
き
起
し
、
途
に

マ
ガ
ダ
を
亡
ぼ
し
て
自
ら
マ
ウ
ヅ
や
朝
の
大
菱
圃
を
創
立

し
た
の
は
、
彼
が
少
時
親
し
く
干
鯛
し
た
ア
レ
キ
サ
ソ
ド

ル
か
ら
そ
の
帝
國
策
の
戚
化
を
受
け
た
る
こ
ご
な
き
や
ご

端
樫
し
、
噂
、
ク
ド
ニ
や
人
の
五
大
河
地
方
に
於
け
る
支
配

は
大
王
の
死
後
十
年
の
内
に
終
り
た
る
も
、
所
謂
ヤ
ワ
ナ

植
民
の
或
る
多
数
な
る
團
膿
は
前
記
の
盛
大
な
る
首
府
ア

ラ
サ
ン
ダ
を
始
め
、
そ
の
他
の
希
臓
植
民
市
に
留
り
、
極
東

に
於
け
る
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
命
脈
を
繋
ぎ
控
る
こ
ご
を
説
き

叉
た
シ
リ
ャ
王
國
の
始
醗
セ
ロ
イ
コ
ス
一
世
の
使
込
メ
ガ

ス
テ
子
ス
が
チ
ヤ
ソ
ド
ラ
グ
プ
タ
の
朝
廷
に
滞
丸
し
て
「
、

で
　
ン
　
ヂ
　
カ

印
度
事
情
」
の
報
泣
を
齎
ら
し
蹄
つ
た
こ
．
こ
は
世
界
周
知

の
事
實
な
る
が
、
そ
の
外
に
同
じ
岩
圭
が
そ
の
後
U
鼠

巳
p
ゆ
。
ω
を
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
プ
タ
の
子
ゼ
ン
ヅ
ナ
ラ
の
朝
．

廷
に
、
省
ほ
叉
把
ブ
ト
レ
ミ
ニ
盤
が
ヂ
オ
ニ
ソ
ス
を
印
度



7

に
派
遣
し
仁
る
こ
ご
を
も
指
摘
し
て
居
る
○
而
し
て
本
章
　
二
世
紀
の
中
葉
以
後
、
大
刀
氏
族
の
腱
迫
は
塞
外
の
ス
キ

が
、
前
記
の
始
め
て
印
度
の
中
心
ま
で
大
族
行
を
遽
げ
π
　
テ
ソ
（
サ
カ
族
等
）
族
の
前
遙
南
下
こ
な
り
、
希
病
人
の

メ
ガ
ス
テ
子
ス
の
マ
ウ
リ
ャ
王
朝
の
大
帝
國
槻
察
を
、
主
　
バ
ク
ト
ラ
及
び
五
大
河
地
方
に
於
け
る
支
配
を
困
難
に
し

ご
し
て
紹
介
し
て
居
る
も
の
な
る
こ
ご
（
四
〇
1
六
四
頁
）
　
た
に
拘
は
ら
す
・
前
記
エ
ウ
チ
デ
モ
ス
の
子
孫
の
内
に
メ

は
勿
論
で
あ
る
鎚
◎
碑
⑧
　
ρ
⑧
㊨
⑧
⑧
櫓
＄
，
⑧
⑧
鈎
，
　
ナ
ン
ド
ロ
ス
（
ジ
繭
〇
一
ρ
箒
（
ご
・
○
）
出
で
、
実
感
人
の
支
配
中
興

⑲
嚇
三
章
「
五
大
河
地
方
長
け
る
希
臓
及
び
孚
濾
し
・
一
時
は
挙
マ
ガ
ダ
の
鳶
職
リ
ブ
・
・
フ
（
バ
ト
ナ
）

王
朝
」
は
先
づ
中
央
亜
細
亜
に
於
け
る
諸
方
交
通
の
衝
粘
の
城
下
ま
で
恒
河
畔
を
ふ
か
一
侵
入
し
た
大
征
服
家
に
し

た
る
バ
ク
・
う
の
重
大
な
る
こ
ご
を
力
説
し
、
こ
の
地
に
て
・
デ
メ
・
ト
リ
オ
ζ
同
じ
金
大
河
勢
の
都
雰

ト
ソ
オ
ス
団
二
ξ
雪
。
．
・
”
U
2
・
豊
8
が
紀
元
前
一
九
征
服
尊
し
、
そ
の
有
力
な
る
慰
圭
ぞ
；
カ
の
時
最
も

G
i
一
八
○
間
に
南
下
し
て
五
大
河
地
方
を
略
し
、
更
に
　
隆
盛
を
極
め
た
・
⇔
こ
ご
。
以
上
諸
事
項
は
東
西
兜
料
の
外

下
り
て
海
ロ
に
逮
し
、
前
章
既
述
希
臓
殖
民
の
残
把
る
ア
　
に
著
者
が
O
野
鴨
号
。
．
し
ρ
曽
℃
、
9
嗣
等
に
よ
っ
て
希
糠
印
度
貨

ラ
サ
ソ
ダ
等
を
併
合
し
銘
る
こ
ご
。
然
る
に
こ
の
紀
元
前
　
幣
を
根
篠
こ
し
て
居
る
こ
ざ
勿
論
で
あ
っ
て
、
こ
、
に
有

　
　
　
第
二
忽
　
　
枇
評
　
　
古
代
に
於
け
ろ
棄
西
交
蓮
に
關
ず
ろ
近
著
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
閃
三
　
（
三
二
九
）

爵



第
二
巻
　
批
評
　
古
代
に
於
け
ろ
吏
西
交
麺
レ
闘
寸
ろ
近
着

聖
な
る
貨
幣
寓
眞
二
葉
が
挿
む
で
あ
る
Q
次
に

　
　
　
　
　
ゆ
　
も
　
　
　
　
　
り

　
第
四
章
　
「
ブ
ト
レ
ミ
家
」

が
主
こ
し
て
海
上
交
通
を
説
い
て
居
る
の
は
臼
然
で
め
る

註
脚
こ
の
方
禰
に
於
け
る
印
度
交
通
が
蔽
接
に
行
は
れ
だ

奪
合
は
頗
る
稀
れ
で
あ
っ
た
。
然
ら
ば
中
次
の
港
は
何
庭

な
る
か
、
そ
れ
は
〉
彰
三
節
助
士
z
（
o
『
壮
丁
氏
器
ヨ
〇
三
．
o
。

男
。
＝
鼻
）
・
）
今
の
ア
デ
ン
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
響
ほ
近
代
の

ポ
ー
ト
ナ
イ
ド
の
如
く
東
西
物
資
の
中
次
蕩
で
あ
っ
セ
。

當
時
直
接
に
印
度
に
航
し
陀
入
は
稀
有
で
あ
る
。
ス
塾
ラ

ボ
が
メ
ガ
ス
“
7
子
ス
以
上
に
推
外
し
て
居
る
ア
ン
ク
テ
ン

ド
ジ
ャ
の
學
者
エ
ラ
き
ヌ
プ
、
矛
ス
の
地
理
書
中
に
あ
る
印

度
事
情
ご
難
も
勿
論
傳
聞
に
墓
い
て
居
る
。
国
二
心
。
×
o
切
o
h

∩
｝
．
N
．
8
ω
は
前
記
稀
有
の
例
で
あ
る
。
プ
ト
レ
、
㍉
ユ
ウ
手

ル
ゲ
タ
ス
ニ
…
世
（
蘭
縄
一
夕
酬
剛
一
四
↓
バ
ー
一
　
一
七
）
の
時
、
」
紅
海
…

の
入
口
に
漂
著
し
だ
印
度
船
が
あ
っ
た
。
こ
の
事
埃
及
官

吏
の
報
告
が
あ
っ
た
か
ら
、
生
痩
の
印
度
人
は
ア
レ
キ
ブ

ン
ド
リ
ヤ
に
招
き
寄
せ
ら
れ
π
o
大
崎
な
る
海
員
エ
ゥ
ド

第
二
號
　
　
一
四
四
　
（
三
三
〇
）

ク
ソ
ス
は
こ
、
に
王
の
禅
堂
に
よ
り
こ
の
印
度
人
を
案
内

こ
し
て
前
後
二
回
印
皮
に
直
航
し
モ
珍
貴
な
る
東
洋
物
産

を
澤
山
船
製
し
て
蹄
つ
π
o
叉
た
彼
は
齢
途
亜
弗
利
加
の

東
海
岸
で
導
出
し
π
難
破
船
の
舳
先
が
西
方
の
船
、
フ
エ

ニ
ャ
船
の
も
の
た
る
こ
・
こ
を
知
っ
た
か
ら
、
因
て
ジ
ブ
ラ

川
タ
を
出
で
大
西
洋
か
ら
禽
鳥
利
加
廻
航
を
企
て
把
ご
報

道
さ
れ
て
居
る
（
Q
Q
舜
げ
o
H
ド
ω
ム
・
）
Q

　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
け
　
つ
　
の
　
の
　
ゆ

　
牌
弟
⊥
ハ
及
七
島
早
　
「
印
度
ご
字
画
四
帝
室
」

　
　
　
ロ
　
ナ
マ

　
パ
ヅ
ク
み

　
「
羅
馬
の
羽
軸
」
は
満
天
下
を
一
家
化
し
た
か
ら
極
東
こ

の
交
通
は
パ
ル
チ
ヤ
の
確
立
に
よ
れ
る
塞
梗
に
拘
は
ら
す

以
前
よ
り
も
促
進
さ
れ
、
’
殊
に
海
上
に
於
て
活
画
こ
な
っ

た
ら
し
い
。
ア
ウ
グ
ス
ツ
ス
の
即
位
は
隣
る
ハ
＼
印
度
か

ら
、
そ
の
六
百
の
諸
王
に
君
臨
す
て
ふ
大
王
唱
〇
三
三
。
へ

℃
碧
盛
含
副
）
の
祝
賀
半
国
を
惹
き
つ
け
麓
。
こ
れ
は
紀
元
前

二
五
年
本
國
を
出
卑
し
、
珍
獄
そ
の
他
0
2
大
層
杖
方
物
を

蜥
ら
し
て
途
上
四
ケ
年
を
費
し
て
居
る
か
ら
、
恐
ら
く
ば

陸
路
に
よ
っ
柁
も
の
で
あ
ら
ふ
。
こ
の
大
王
は
か
の
有
名



舞

な
る
カ
ニ
シ
カ
を
寓
し
把
大
月
氏
王
朝
に
引
き
當
て
る
ご
　
護
巴
ρ
ゴ
戦
○
り
・
戸
陰
）
ま
で
四
十
日
で
逮
す
る
か
ら
、
ア
レ

そ
の
尊
霊
、
カ
ツ
フ
イ
セ
ス
既
墾
℃
江
逐
い
一
世
に
相
手
す
　
キ
サ
ン
ド
ソ
ヤ
か
ら
紅
海
の
全
等
ま
で
の
約
一
ヶ
力
乞
加

る
。
街
ほ
紀
元
後
九
九
年
頃
皇
鷺
ト
ラ
ヤ
ー
ヌ
ス
即
位
の
　
へ
な
ご
、
手
事
ク
月
少
し
以
上
で
東
西
り
交
通
か
出
早
る

初
に
第
二
の
印
度
使
籔
が
祝
賀
を
遽
べ
に
來
π
o
そ
れ
は
　
こ
ご
に
な
つ
π
（
聖
p
．
蕊
〈
h
．
臥
・
牢
言
一
量
鷺
’
鴇
．
）

カ
ツ
フ
イ
セ
ス
ニ
世
即
ち
カ
ニ
シ
刀
の
幽
し
だ
も
砂
ご
推
　
　
著
者
は
ブ
ヅ
轟
ウ
ス
に
糠
り
、
贅
澤
な
羅
馬
人
の
東
洋

定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
爾
使
節
の
來
予
期
縄
に
、
西
方
か
　
品
需
用
の
切
な
る
こ
ご
、
之
ご
同
志
に
印
茂
人
殊
に
南
方

ら
の
東
方
海
路
五
二
に
一
大
革
命
が
起
っ
て
居
る
、
そ
れ
　
印
度
人
の
羅
馬
貨
幣
を
選
歌
す
る
こ
ご
に
因
っ
て
東
西
賀

は
羅
馬
三
代
皇
帝
ク
ラ
ウ
ヂ
ウ
ス
の
時
、
紀
元
後
四
五
年
、
易
の
成
立
を
指
摘
し
、
殊
に
胃
頭
に
紹
介
し
り
N
隣
、
エ
リ
ッ

船
長
ヒ
ツ
パ
質
ス
に
一
毛
巴
。
。
。
こ
い
ふ
も
の
が
印
度
洋
上
　
ラ
海
案
内
』
に
慷
り
て
東
方
海
爵
及
二
二
の
事
を
可
な
り

の
貿
易
風
を
機
発
利
用
す
る
こ
ご
に
な
っ
た
こ
ご
で
あ
る
　
詳
細
に
報
道
し
て
十
頁
鯨
を
冗
、
、
〉
居
る
○

こ
の
風
は
恐
ら
く
ば
ア
グ
ブ
人
か
ら
聞
知
し
π
こ
ご
で
あ
　
　
著
君
は
進
み
で
ブ
ト
レ
ミ
の
地
理
書
の
智
慧
に
櫨
り
て

ら
う
が
、
西
方
で
は
こ
も
か
く
所
講
褒
誉
君
の
名
を
以
て
　
恒
河
の
デ
川
タ
、
イ
ラ
フ
デ
の
デ
ル
タ
並
に
速
撃
牟
島
（

呼
ば
れ
て
居
る
Q
之
に
よ
っ
て
西
方
人
は
從
楽
行
は
れ
て
　
Ω
o
箆
。
口
Q
δ
篠
。
⇔
＄
o
。
。
）
、
馬
來
群
島
、
印
簾
支
那
に
闘
す

居
っ
控
沿
岸
を
縫
ふ
て
ゆ
く
遅
々
挙
る
航
海
法
を
捨
て
》
　
る
知
識
を
説
き
、
次
に
ブ
ト
レ
ミ
（
紀
元
後
二
世
濯
）
よ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ヂ
コ
ブ
レ
ウ
ス
ナ
ス

夏
季
貿
易
風
の
吹
く
時
に
大
海
に
出
で
、
從
來
よ
り
も
迅
　
コ
ス
マ
ス
「
印
度
航
海
粛
」
0
8
旨
謎
一
巳
ご
£
）
す
鼓
3
の

蓮
に
印
度
に
直
航
す
る
方
法
を
取
る
こ
ご
に
な
っ
た
○
紅
　
Ω
三
ω
号
p
↓
o
喜
鴨
9
喝
ξ
（
紀
元
後
六
世
紀
）
に
至
る
ま
で

海
の
入
口
か
ら
印
度
の
寓
暴
三
卿
（
O
愛
夷
舅
。
『
Φ
9
二
冨
　
の
四
世
紀
間
の
印
度
報
道
は
拳
ね
基
督
敷
傳
通
雲
の
報
道

　
　
　
第
ご
岱
　
挑
評
　
古
代
に
於
け
る
棄
薩
交
通
に
心
す
る
近
藩
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
一
四
五
（
三
三
じ



第
二
谷
　
批
評
　
古
代
に
於
け
る
束
四
交
通
に
關
す
る
蓬
著

を
墓
ご
す
る
も
の
な
る
こ
ご
を
概
説
し
、
そ
の
主
要
な
る

も
の
こ
し
て
Ω
c
導
9
仲
o
h
≧
。
×
磐
（
ぎ
雰
＋
旨
○
〉
．
U
9

ご
】
w
野
卑
詮
蚤
ご
を
挙
げ
て
居
る
。
前
者
は
彼
の
師

H、

ｮ
讐
窪
蕊
こ
い
ふ
最
古
の
印
度
布
激
雷
の
一
人
の
報
道

に
墓
く
も
の
で
塾
始
め
て
卒
塔
婆
の
こ
ご
を
記
し
、
殊
に
從

來
メ
ガ
ス
テ
子
ス
の
報
道
以
來
明
確
で
な
か
っ
把
佛
敷
徒

ε
婆
羅
門
匪
徒
こ
の
涯
別
を
始
め
て
嚴
重
に
し
把
の
で
あ

る
。
後
者
バ
川
デ
ナ
子
ス
ほ
バ
ビ
ロ
ン
人
で
あ
っ
て
、
か

の
エ
ラ
ガ
バ
p
ス
こ
い
ふ
シ
リ
ャ
の
日
榊
の
祭
司
が
帝
位

に
昇
っ
た
時
へ
紀
元
後
三
甲
八
）
そ
こ
へ
瀧
賀
に
來
た
印
度

人
ω
窒
魯
溝
の
な
る
も
の
、
報
道
に
幕
き
、
希
錦
砂
の
所

　
ジ
ム
ノ
ソ
フ
イ
ス
ト

墨
跡
義
者
の
事
を
傳
へ
て
居
る
。
彼
乃
原
書
は
失
は
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ブ
ス
ヂ
ネ
ン
ら
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ド
ィ
ジ
カ

著
る
も
、
そ
の
内
開
は
克
　
巳
ご
物
理
ご
題
す
る
理
論

忌
中
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
實
に
支
那
の
族
行
者
法
曽
よ

り
も
数
世
紀
早
く
、
印
度
に
於
け
る
佛
敷
の
修
道
院
及
び

そ
の
生
活
を
説
き
ち
そ
の
内
に
は
塾
図
佛
激
思
想
が
新
プ

ラ
ト
ン
派
の
画
展
に
影
響
す
る
燐
あ
り
こ
い
ふ
推
定
を
大

第
　
ご
　
貌
　
　
　
一
四
山
ハ
　
（
三
三
二
）

に
信
替
し
む
る
に
足
る
も
の
が
あ
る
Q

　
　
　
　
　
か
　
　
　
の
　
の
　
　
の
　
ゆ
　
ゆ
　
う
　
む
　
ゆ
　
む
　
う

　
第
八
章
　
「
印
度
ご
西
方
ε
の
交
通
の
影
響
」

は
以
上
概
遷
し
た
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
の
結
論
で
あ
る
。
著
者

は
、
第
一
、
ア
レ
ク
ず
ン
ド
〃
大
王
以
ル
剛
、
希
貫
入
の
印

度
交
通
及
び
印
度
知
識
が
概
し
て
間
接
で
あ
っ
て
、
偉
大

な
る
古
代
印
度
交
明
に
つ
き
て
彼
等
は
殆
ん
ご
之
を
知
ら

す
、
叉
花
知
ら
ん
ご
欲
し
な
か
っ
た
ご
し
、
・
φ
し
や
文
字

暦
も
度
量
衡
、
傳
説
に
つ
き
て
西
方
亜
細
亜
に
於
け
る
古

代
交
化
か
ら
の
影
響
は
或
る
程
度
ま
で
有
り
得
べ
く
考
へ

・
ら
れ
る
こ
し
て
も
、
ピ
ユ
タ
ゴ
ラ
ス
や
、
母
川
フ
ォ
イ
ス

や
、
プ
ラ
ト
ン
の
規
想
が
印
度
の
古
き
思
想
ご
類
似
近
接

し
て
居
る
こ
い
ふ
事
に
離
し
て
、
直
接
一
方
か
ら
他
方
に

傳
播
没
取
さ
れ
π
こ
ご
は
毛
頭
こ
れ
な
し
ご
て
、
一
w
・
三
興

の
。
煙
く
○
ミ
仲
銘
“
σ
q
℃
○
ぎ
ゴ
δ
二
θ
。
8
口
2
乞
○
⇒
二
森

　
冒
α
異
り
菩
凶
δ
。
。
o
℃
プ
図
8
巳
○
マ
9
昌
（
甲
お
0
8
、
●
を
全
然
否

定
し
、
第
二
、
ヘ
レ
一
一
ズ
ム
時
代
に
入
り
て
印
度
交
通
始

め
て
薩
接
ざ
な
つ
仁
、
し
か
し
マ
ウ
リ
や
朝
の
大
帝
國
は

ぐ



大
賞
に
於
て
希
騰
思
想
に
影
響
さ
れ
な
い
、
只
だ
そ
の
分

裂
後
、
ス
キ
ク
ソ
及
び
大
月
氏
の
腿
邉
の
加
は
つ
た
こ
共

に
南
下
し
把
バ
ク
ト
ラ
の
希
薄
人
及
び
そ
の
生
活
が
、
い

か
ば
か
り
西
北
印
度
詳
明
を
影
響
し
把
か
い
、
尤
も
面
白

き
問
題
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
織
に
於
て
再
び
印
度
瀧
臓

貨
幣
を
引
合
に
出
し
、
且
つ
東
方
化
し
彪
希
臓
語
が
ス
キ

テ
ン
、
大
月
氏
及
び
印
度
入
善
の
雪
下
語
即
ち
一
種
の
リ

ン
ガ
フ
ラ
ン
カ
を
形
作
つ
把
こ
ご
を
提
示
し
把
。

　
然
ら
ば
東
西
相
互
の
影
響
は
絡
に
如
何
、
著
者
は
貨
幣

、
鋳
造
が
全
然
希
臓
に
習
ひ
た
る
も
の
な
る
こ
ご
、
殊
に
南

方
印
度
が
一
歩
夕
進
め
て
羅
馬
貨
幣
そ
の
ま
、
利
用
こ
い

ふ
最
便
法
に
出
淀
こ
ご
を
力
説
し
、
次
に
ガ
ン
ダ
ラ
美
術

に
於
て
、
希
臓
羅
馬
美
術
の
印
画
へ
輸
入
せ
ら
る
、
こ
い

ふ
主
要
源
泉
が
形
作
ら
れ
把
こ
ご
、
し
か
し
そ
の
技
術
は

シ
ソ
ヤ
よ
り
質
入
し
、
即
ち
古
典
美
術
の
デ
カ
ダ
ン
的
．
の

も
の
で
あ
っ
て
、
殊
に
ガ
ン
ダ
ラ
美
術
の
後
期
は
煙
雲
敷

美
術
こ
の
混
和
で
あ
り
、
而
も
紀
元
後
四
〇
〇
年
頃
に
全

　
　
　
第
二
巻
　
批
詐
　
宵
代
に
於
け
る
東
西
交
蓮
に
關
で
る
近
着

然
消
滅
し
て
後
者
に
代
は
ら
る
こ
い
っ
て
居
る
。
．
文
學
學

問
に
つ
き
て
は
、
大
体
に
於
て
大
な
る
影
響
な
し
ご
し
、
只

だ
劇
は
幾
分
か
希
臓
に
影
響
さ
れ
犯
ら
し
い
、
殊
に
天
文

に
於
て
の
み
は
、
確
か
に
西
方
鍮
入
て
ふ
確
論
が
あ
る
・
何

こ
な
れ
ば
印
度
交
學
は
希
臓
人
を
夷
秋
こ
し
て
卑
む
を
常

ご
で
る
も
、
天
交
學
に
は
精
通
し
て
居
る
か
ら
之
れ
を
赫

の
如
く
曾
敬
す
べ
し
ご
し
て
居
、
こ
の
黙
に
於
て
西
方
に

匿
。
旨
ρ
ξ
軽
い
ふ
有
名
な
る
市
あ
り
こ
い
ふ
は
是
れ
朋
か

に
ア
レ
ク
サ
ン
ー
3
リ
ヤ
を
指
す
も
の
、
ヌ
印
度
に
　
嫁
取
7

堅
し
。
三
三
碧
鍵
ご
あ
る
は
是
れ
確
か
に
】
．
き
一
象
≧
。
×
p

民
膏
Ω
r
鴇
。
。
》
9
】
）
’
に
耀
き
た
る
天
竺
聖
上
め
論
交
で

あ
る
。
翻
て
東
方
か
ら
西
方
に
及
ぼ
し
挙
る
影
響
こ
し
て

は
前
記
の
如
く
新
プ
ラ
ト
ン
派
は
印
度
か
ら
繋
る
蔵
化
を

受
け
陀
ら
し
く
、
干
て
基
督
敷
會
も
亦
た
幾
分
の
影
響
を

戚
じ
だ
る
な
る
べ
く
、
殊
に
西
方
の
赴
會
に
幾
多
の
東
方

物
語
の
鹸
…
入
の
あ
っ
た
こ
ご
は
勿
論
朋
瞭
で
あ
る
。

　
以
上
は
本
書
の
内
容
か
ら
そ
の
主
要
黙
だ
け
の
紹
介
で

第
二
號
　
　
　
一
四
七
　
（
三
三
」
．
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
抵
　
評
　
　
二
代
に
於
け
ろ
東
臨
交
遜
に
圏
す
る
近
著
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凱
二
號
　
　
一
四
八
　
（
三
三
四
）

あ
る
が
一
般
護
者
の
理
解
に
便
に
せ
ん
が
挑
め
に
、
紹
介
粗
塗
係
を
述
ぷ
魚
に
際
し
て
，
特
に
カ
め
て
避
け
動
き
不

者
は
幾
分
か
東
薄
交
逸
の
背
景
を
加
筆
し
だ
迄
で
あ
る
。
　
注
意
で
あ
る
。

　
　
薇
本
書
の
臭
を
…
瞥
し
て
遷
し
得
る
が
勢
，
　
本
書
の
叙
導
こ
こ
ろ
ぐ
朋
確
を
歓
き
．
或
は
矛
矯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
陥
…
る
に
あ
ら
す
や
ご
思
は
る
、
断
が
あ
る
○
例
へ
ば
著

本
著
者
は
世
堺
史
の
慶
大
な
る
背
景
に
つ
き
て
明
確
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
が
バ
ク
ト
ラ
が
交
逸
上
重
大
な
る
集
散
地
な
る
こ
ご
を

概
念
ご
顧
慮
ご
を
歓
い
て
居
る
や
う
で
あ
る
。
殊
に
第
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
摘
じ
、
猶
ほ
ア
レ
ク
ザ
ン
ド
ソ
ヤ
や
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

章
マ
ク
リ
ャ
朝
塾
第
四
章
五
大
何
地
方
の
希
臓
及
び
年
希

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
川
の
如
し
ご
度
々
力
説
し
た
の
は
頗
る
結
構
で
あ
っ
槌

巌
王
朝
噛
第
五
章
プ
ト
ン
ミ
の
三
章
は
、
表
題
の
，
取
b
．
方
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
も
九
頁
に
そ
れ
が
印
度
、
支
那
、
西
方
の
三
交
逼
の
焦

・
於
て
憾
が
あ
る
、
余
は
之
を
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
て
ふ
東
西
交
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黙
隠
る
こ
ご
を
指
摘
し
、
然
る
に
六
九
頁
は
ス
｝
ラ
ボ
ン

の
一
大
綱
を
暴
げ
て
然
．
⇔
後
券
期
併
券
類
す
べ
き
も
＝
悉
二
・
八
に
擦
名
・
ア
・
ご
ス
ζ
を
導
て

の
で
め
〃
。
ε
考
へ
る
。
然
る
時
は
一
般
讃
者
の
理
解
は
一
　
バ
ク
ッ
ラ
に
向
っ
て
集
中
曇
る
三
道
が
あ
る
こ
し
、
爾
ほ

層
容
易
に
な
り
う
”
⇔
で
あ
ら
う
。
著
者
の
歴
史
上
智
識
に
　
そ
の
外
に
バ
ク
ヅ
ラ
か
ら
奇
峰
へ
こ
西
方
へ
こ
の
孔
近
め

草
し
て
望
、
．
こ
き
所
、
筆
こ
い
拳
、
ご
は
、
彼
が
、
著
ウ
る
事
を
示
し
て
居
る
の
は
前
記
事
ご
至
致
の
嫌
が
め
る

　
コ
ス
家
の
印
度
こ
の
…
關
係
を
述
ぶ
る
に
當
り
、
u
Q
＞
．
口
囲
m
H
圃
回
　
之
を
余
の
手
許
に
あ
る
ラ
ン
ゲ
ン
シ
ヤ
イ
ー
・
脚
本
に
篠
る

　
へ
9
ヨ
ξ
・
¢
》
滋
碧
ヨ
リ
一
捧
益
ポ
ω
）
滋
六
一
、
｝
8
湊
の
如
き
　
に
》
前
記
引
用
の
所
に
も
一
輔
悲
八
章
九
節
に
も
軍
に
バ

不
適
當
な
る
用
語
が
あ
る
の
を
見
て
潜
推
察
出
着
る
悔
セ
駕
ク
ツ
ラ
か
ら
三
滋
分
れ
出
る
ご
あ
る
○
然
ら
ば
九
百
ハ
の
書

　
レ
ウ
コ
ス
及
び
そ
の
一
族
は
シ
ヤ
リ
入
に
あ
ら
す
、
マ
ケ
　
き
方
が
寧
ろ
正
當
で
あ
っ
て
、
六
九
貞
の
は
頗
る
暖
昧
多

13

j
や
人
で
め
る
．
こ
れ
は
異
國
民
の
結
婚
や
東
西
の
愈
岐
で
疑
は
し
く
思
は
れ
る
。
少
く
こ
も
こ
の
織
は
疑
雲
の



ぜ

閑
朋
を
要
「
す
る
巻
の
が
め
る
の
で
は
な
か
ら
ふ
か
。
又
一

〇
九
翼
「
ト
ラ
ヤ
ー
黒
ス
の
許
ヘ
カ
ヅ
フ
バ
セ
ス
ニ
世
の

使
節
が
紀
元
後
九
九
年
に
凍
た
、
時
に
（
／
≦
彰
〉
ト
ラ
ヤ

ー
ヌ
ス
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
征
服
は
印
度
ご
羅
馬
の
境
ご

を
慨
し
く
六
百
哩
に
過
ぎ
な
い
距
離
に
接
近
白
し
め
て
居

る
（
ぎ
・
二
ぎ
色
二
こ
ご
あ
る
が
、
こ
れ
も
そ
の
記
述
曖
昧

で
、
文
法
趨
り
に
補
す
る
ご
事
實
の
錯
誤
こ
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
何
こ
な
れ
ば
、
著
者
も
引
用
す
な
る
カ
ッ
シ
ウ

ス
、
デ
ィ
ォ
の
本
文
（
四
〇
八
．
一
五
）
に
実
る
ご
、
二
時

塾
ラ
ヤ
ー
ス
ス
は
ゲ
ル
マ
ニ
ヤ
に
在
っ
て
皇
帝
（
九
八
1

一
二
、
七
年
）
に
あ
げ
ら
れ
て
か
ら
都
に
露
著
し
だ
、
そ

の
時
に
印
度
使
節
．
が
勢
家
し
π
、
さ
れ
ば
、
成
稀
こ
れ
を

紀
元
後
九
九
年
こ
し
て
居
る
の
は
大
鵬
委
當
で
あ
る
、
し

か
し
そ
の
つ
い
き
に
本
引
用
者
の
構
撫
す
る
が
如
き
絹
語

が
あ
る
瀬
上
、
ト
ラ
ヤ
ー
ヌ
ス
が
ミ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
を
征
服

し
了
り
て
羅
馬
の
鷲
幟
が
波
斯
馬
頭
に
翻
り
、
西
春
の
境

界
が
薯
し
く
近
接
し
た
か
ら
、
そ
れ
で
始
め
て
印
度
使
節

が
來
る
こ
ご
に
な
っ
た
こ
護
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
澱
臼

ご
に
な
る
Q
然
る
に
歴
吏
上
聞
　
瞭
な
る
事
實
は
メ
ソ
ポ
タ

ミ
ヤ
還
征
が
ト
ラ
ヤ
ー
ヌ
ス
の
晩
年
實
に
紀
元
後
配
一
四

一
・
；
　
一
六
年
で
あ
る
の
で
あ
る
ゆ

　
術
ほ
一
つ
注
意
す
る
。
右
の
羅
馬
帝
…
國
醇
代
の
印
度
使

儒
闘
の
こ
ご
は
可
な
り
｛
鄭
重
に
報
痘
さ
れ
て
居
る
、
然
る
に

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
マ
ウ
ン
や
朝
・
の
時
言
育
王
の
ヨ
ナ
カ
，

即
ち
希
魔
風
世
界
の
諸
國
に
封
ず
る
佛
敷
傳
萢
使
節
派
鷲

の
事
が
、
よ
し
や
そ
の
結
果
が
不
朋
で
あ
る
に
し
て
も
隔
少

く
こ
も
嗣
…
標
の
程
度
に
取
扱
は
る
べ
き
儂
猿
め
る
筈
で
め

る
に
只
だ
＞
8
ぎ
ω
舞
∫
B
豆
。
・
毫
弱
δ
｝
誘
9
8
κ

気
魚
⑳
互
）
o
ξ
醗
こ
い
ふ
套
語
で
葬
ら
れ
て
居
る
。
　
　
・

　
し
か
し
な
が
ら
本
書
は
，
既
済
の
如
く
、
主
こ
し
て
．
西

方
の
史
科
に
櫨
り
、
樹
ほ
若
干
の
東
方
吏
科
を
も
墾
照
し

且
つ
著
者
が
印
度
在
住
こ
い
ふ
特
有
の
士
爵
、
不
便
も
め

ら
う
が
便
盆
も
勘
か
ら
ざ
る
べ
き
境
遇
に
跨
り
、
古
代
に

　
　
　
　
　
　
み

於
け
る
東
西
交
通
關
係
を
一
括
し
て
簡
約
に
叙
説
一
）
π
も

第
二
巻
　
批
評
　
古
代
に
於
け
る
東
西
交
通
に
關
ず
ろ
近
著

第
二
一
號
　
　
　
一
四
九
　
（
三
一
二
五
）



㌔

　
　
　
第
二
巻
　
　
批
　
評
　
　
「
鎌
　
倉
　
武
　
士
　
ミ
　
灘
」

の
で
あ
つ
で
、
そ
の
聞
、
別
段
新
し
い
考
証
も
議
論
も
語

い
や
う
で
も
あ
り
、
術
ほ
又
た
前
記
の
如
く
多
少
の
遣
憾

の
罰
を
も
件
ふ
て
居
る
に
も
拘
は
ら
す
、
大
喜
に
於
て
英

語
に
て
は
同
様
の
近
業
の
内
、
稀
に
競
る
障
り
の
附
い
π

小
氏
作
で
め
る
。
随
て
一
は
古
代
印
度
に
興
味
を
有
す
る

者
の
た
め
に
、
他
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
研
究
家
の
た
め
に
頗
る

男
臼
く
且
つ
有
爲
な
る
好
望
π
る
を
失
は
な
い
、
因
て
古

代
に
於
け
る
東
西
交
蓮
に
臥
す
る
近
著
こ
し
て
冒
頭
既
記

の
シ
ョ
ッ
プ
課
註
コ
ム
リ
ッ
ラ
海
案
内
』
ご
共
に
、
併
せ
て

之
を
江
湖
に
紹
介
す
る
。
　
　
　
　
（
完
）

『
鎌
倉
…
武
士
ご
畑
騨
』
　
　
鷲
尾
順
敬
著

　
大
正
累
年
十
一
月
登
行
（
三
五
版
二
七
九
頁
）

　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
三
浦
周
行

　
本
問
題
を
取
扱
つ
淀
も
の
は
是
迄
に
も
少
い
ご
は
せ
ぬ

が
、
本
書
は
日
本
佛
敷
皮
家
な
る
著
者
の
手
に
成
つ
セ
も

第
　
二
　
號
　
　
　
　
一
五
∩
）
　
（
、
一
一
一
二
山
ハ
）

の
で
あ
る
だ
け
、
讃
者
の
注
意
を
惹
く
こ
ご
多
か
る
べ
き

　
　
　
　
　
　
ぶ
ぱ

は
言
ふ
迄
も
あ
る
ま
い
○
余
輩
は
鎌
倉
時
代
の
灘
宗
を
貰

い
佛
敷
史
の
見
地
か
ら
徹
底
的
に
管
笛
し
た
・
艮
書
こ
し
て

本
書
を
江
湖
に
推
奨
す
る
に
躊
躇
せ
ぬ
Q

　
さ
り
乍
ら
最
初
の
＝
一
章
を
薦
ん
で
居
る
間
こ
そ
「
我

國
の
尊
慮
の
文
化
史
的
研
究
に
依
り
國
民
の
思
想
傾
向
の

一
面
を
競
察
せ
ん
こ
し
、
本
書
の
結
構
を
試
み
淀
」
こ
の
著

者
の
用
意
に
首
肯
つ
か
れ
る
け
れ
ざ
も
．
そ
れ
か
ら
後
は

主
こ
し
て
鎌
倉
時
代
の
重
も
な
る
藤
僧
ご
莫
檀
越
で
あ
っ

把
噌
二
の
北
條
執
権
こ
の
傳
婆
心
記
述
に
傾
い
て
居
る
。

尤
其
問
に
は
灘
宗
の
成
立
三
二
乃
至
其
制
度
等
の
説
朋
も

交
へ
ら
れ
て
居
る
ご
は
い
へ
、
著
者
が
最
初
に
高
唱
し

た
新
時
代
の
新
霊
蓮
に
當
っ
て
常
民
の
精
瀞
的
衝
動
こ
し

て
の
新
興
佛
敷
の
読
明
こ
し
て
は
柳
か
物
足
ら
澱
戴
が
な

い
で
は
な
い
○
余
輩
は
本
書
に
結
論
が
な
い
か
ら
ご
言
つ
・

て
別
に
権
ら
す
思
ふ
も
の
で
も
な
い
、
南
宗
異
宗
の
國
家

的
意
義
が
此
時
代
の
武
士
に
剰
盤
を
輿
へ
た
こ
ご
が
本
書


